
経営比較分析表（令和6年度決算）
徳島県　三好病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 200床以上～300床未満 学術・研究機関出身 206 - 8 ■

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 20 対象 透 I 訓 ガ 救 臨 感 へ 災 地 - 6 220 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- 154

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

700,409 21,887 - 第１種該当 ７：１ 154

Ⅰ 地域において担っている役割
　三好病院の診療圏の大半を占める三好市及び東みよし町は、山
間部が多く、若年層の流出と少子高齢化、過疎が進行している地
域となっており、高齢夫婦世帯、独居老人世帯が大半を占めてい
る。
　当病院は県西部唯一の総合的な病院として地域に密着した役割
を果たしており、特に救急医療関係の占める割合が高く、二次救
急に加え、三次救急も担っている。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 75.7 75.5 76.0 80.6 79.6当該値 90.5 86.2 86.0 89.3 87.1 当該値 58.0 54.2 55.9 63.2 59.4当該値 68.8 68.8 69.4 74.4 73.6

平均値 80.7 82.3 81.5 81.4 79.8平均値 101.8 106.2 103.5 93.8 90.7 平均値 64.5 63.8 63.4 66.7 68.5平均値 77.6 79.2 78.4 78.2 76.6

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　県西部における医療連携体制の構築を目指し、地域内の病院と
の機能分化を図り、急性期病院として救急患者の受入や重篤な患
者の治療を集中して行っていることから、診療単価は類似病院の
平均値を上回っている。
　令和６年度は、救急患者の受入件数や手術件数の増加により前
年度に比べ診療収益が増加したものの、①経常収支比率、②医業
収支比率、③修正医業収支比率は、類似病院の平均値を下回って
おり厳しい経営状況となっている。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 　①有形固定資産減価償却率については、平成26年度に改築を行
い、全国平均より低い数値で推移していたが、減価償却が進み、
令和２年度以降は類似病院の平均値を上回っている。
　②器械備品減価償却率は、平成26年度の改築に合わせて医療器
械等の整備を行い、平成28年度までは類似病院の平均値より低い
数値となっていたが、減価償却が進み、平成29年度以降は類似病
院の平均値より高い数値となっている。

R06 R02 R03 R04

20.7 21.2 23.0 23.0 23.865.8 当該値71,785 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 51,594 53,805 56,563 56,401

68.3 72.7 70.1 65.114,828 16,340 17,234 17,712 18,263 当該値

13,767 14,046 14,550 14,823

当該値 57,080 62,372 62,179 64,307

22.2

2. 老朽化の状況

全体総括

　令和５年度以降、収益面では経営効率化の取組により医業収益
の改善傾向が見られるものの、物価高騰や人件費の上昇による経
費の増加等により、費用が収益を上回る厳しい経営状況が続いて
いる。
　
　今後の経営にあたっては、「四国中央部の拠点」として急性期
医療機能の発揮を目指して、手術室の増設による手術件数の増加
に取り組むとともに、令和２年度に開設した高度先進関節脊椎セ
ンターでの先進医療の実施など地域の医療需要に応じた医療の提
供を行い、収益の拡大に努める。

　また、医薬品、診療材料の共同購入等を推進して経費削減に努
めるとともに、施設、医療器械の整備についても、投資効果を十
分に検討した上で戦略的に整備を行うことで、更なる経営の効率
化に取り組む。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

65.6 平均値 20.2 20.2 21.1 22.014,926 平均値 63.4 61.3 61.4 63.457,103 平均値

R05 R06

当該値 132.0 116.3 111.1 111.9 126.2 当該値 51.8

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

56,771,745 57,207,182 57,595,200 59,694,127

平均値 91.6 100.1 94.9 83.8 87.3

81.3 82.7 83.3 78.6 当該値 56,692,34154.7 57.7 60.4 61.6 当該値 79.8

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 45,896,030 47,415,042 47,985,814 49,654,543 52,207,136平均値 71.9 71.2 71.8 71.4 71.2平均値 51.4 51.9 53.8 55.3 55.0
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④病床利用率(％)
【70.7】
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②医業収支比率(％)
【85.2】
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①有形固定資産減価償却率(％)
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②器械備品減価償却率(％)
【70.8】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【53,183,039】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【26.7】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【57.7】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【18,510】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)

【63,608】
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⑨累積欠損金比率(％)
【54.3】


